
西区自治協議会第１部会 会議概要 

平成２７年度 第９回会議 

開催日時 平成２８年１月１２日（火）午後１時３０分～３時１５分 

会  場 西区役所３階３０３会議室 

出 席 者 

委  員 

笠原部会長 大谷勇副部会長 寺瀬委員 長谷川委員

下川委員 渡邊正友委員 尾崎委員 広瀬委員 三富委員

【スポット参加】坂井委員

計１０名

[欠席：日野委員 冨岡委員] 

事 務 局 

西区区民生活課長 

西区建設課長 

西区総務課長 

西区地域課 ２名 

西区建設課 １名 

主な議事 

１ 除雪について

○建設課より、今年度の除雪体制について説明がありました。

○委員から出された意見等は下記のとおりです。

・コミュニティ除雪は良い制度だと思うが、市の除雪要援護世帯に

認定されていない場合、対象とならないのか。

 ⇒市の基準に当てはまらなくても、高齢や障がいなどの理由で登

録団体が認めた世帯であれば対象となる。

・コミュニティ除雪制度は西区独自のものとのことだが、どんどん

拡大していってもらいたい。

・申請が煩雑、助成額が少ないという話を聞くが、届け出の簡素化

や助成額の増額などを検討してはどうか。

・除雪をしてもらう側だけでなく、除雪をする側も高齢化している

ことも考慮してほしい。

・コミュニティ除雪の登録は毎年しなければいけないが、雪が降ら

ないからと油断していると、初回の除雪時に間に合わず自治会の

お金で行わなければいけない。手続きを簡単にしないと普及は難

しいのではないか。

 ⇒対象世帯の確認があるため、毎年手続きをしていただいてい

る。これまでは、登録開始時期を雪の降り始める 12 月からと
していたが、もう少し早めにできるよう変更した。実績報告な

ど申請の簡素化についても検討していきたい。

・私道の除雪を合併地域では市が行っているところもあると聞い

た。本来であれば自治会などで除雪すべき道路ではあり、これを

変えることは難しいと思うが、地域の方が普段からよく使う道路
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である場合は「生活道路」という考え方に基づき、例えば、除雪

の際の助成額を増額するなどできないか。

２ 公開授業について

○11/30 に実施した公開授業のアンケートについて、事務局から説明が

ありました。 

○委員から出された意見等は下記のとおりです。 

・授業時間はもう少し短いほうが良いという意見が前回あったが、

内容についても検討すべき。 

・アンケートから考察すると、小学生は理解できても行動にうつす

ことは難しいのかもしれない。 

・一言だけでも良いので、次回のアンケートには記述欄を設けては

どうか。 

・レジュメがあると子どもにとっては実践しやすいのではないか。

また、ワークショップ形式など座学だけでなく体を動かすような

授業だと良いのではないか。 

○また、来年度の実施校について、事前に事務局で確認した実施可能

校の情報をもとに検討しました。 

 今後は、学校に確認をとり正式に実施校を決定することとしまし

た。 

４ 次回（第１０回）の開催日程について

○協議の結果、次回を次のとおり決定しました。 

日時：平成２８年２月９日（火）午後１時 30 分～ 

場所：西区役所３階３０３会議室 

  議題：自治協議会提案事業 事業評価について ほか 



西区自治協議会第２部会 会議概要 

平成２７年度 第９回会議 

開催日時 平成２８年１月１８日（月）午後３時００分～午後４時４０分 

会  場 西区役所３階３０３会議室 

出 席 者 

委  員 

郷部会長、大谷一男副部会長、

髙島委員、村井委員、渡辺美弥子委員、宗村委員、

丹羽委員、城丸委員、廣澤委員、鍋谷委員、木村委員

【スポット参加】岩脇委員、坂井委員

計１３名

[欠席：高木委員] 

事 務 局 

西区地域課長 

西区健康福祉課長 

坂井輪地区公民館長 

西区教育支援センター所長 

坂井輪図書館長 

西区地域課 ２名 

主な議事 

１ 平成 28 年度高齢化をテーマにした講演会企画について

○先の会議で意見のあった先進自治体によるパネルディスカッション

の実施について、事務局より、区で企画する近隣政令市区長への呼

びかけによるサミット開催との連携ついて提案がありました。 

構成案：第１部 招聘講師による講演会 

休 憩 各政令市プロモーション 

第２部 政令市西区長らによるパネルディスカッション 

時 期：平成２８年９月 

○講師による講演と政令市区長らによるパネルディスカッションを、

テーマを通じて行うことで、議論や理解が深まり、より高い相乗効

果が期待されることから、部会と区との協働により２事業を連携し

て実施していくこととしました。

○講師案については、地域包括ケアにおける支え合いの仕組みづくり

について、講演とパネルディスカッションのコーディネートを両立

し得る方を選定・検討していくこととしました。

委員から出された主な意見等は下記のとおり。 

《政令市西区サミットとの連携について》 

・２つの事業を連携させることで、効率性が図られるとともに、相乗

効果が期待されるのではないか。 

・住民や行政においても先進地に学ぶことは多く、双方において成果

が得られるのではないか。 



《講師の選定について》 

・講演とパネルディスカッションを通じてコーディネートできる方の

ほうが、一貫していて理解が深まるのではないか。 

・講師の選定にあたっては、高齢化という大きなテーマの中で、二次

的テーマの絞り込みを行った方が良い。 

・認知症予防などのニーズもあるが、地域包括ケアにおける支え合い

の仕組みづくりについて話せる方が良いのではないか。 

２ 西区における公民館事業について 

○地域との連携を進めていく上で、社会教育の拠点施設として重要な

役割を担う公民館の事業や位置づけについて、西区の基幹公民館で

ある坂井輪地区公民館長より説明があり、改めて認識と理解を深め

ました。 

委員から出された主な意見等は下記のとおり。 

・公の地区公民館等以外に、地域に古くから存する公民館はどうい

った位置付けとなるのか。 

 ⇒自治公民館として地域に根差して活動を行っていただいてお

り、全国にも数多くある。 

・公民館は３日以上前の申込でないと利用できない。また、土曜日

には現金の出納ができない場合があるなど、規定や仕組みもある

だろうが、より使いやすくなるよう改善して欲しい。 

・公民館と市民会館との違いが一般的には分かりにくい。 

 ⇒社会教育法の関係により、営利活動など制限される利用内容に

ついても、市民会館では利用できる場合もあり、それぞれ存す

ることに意義がある。 

・サテライト公民館の取組により、地域の声を聞き、各地域での事

業展開が今後も広がっていくことを期待する。 

３ その他 

○３月５日（土）開催のスポーツ鬼ごっこ講習会・見学会について、

チラシにより関係機関等へ周知を開始した旨、事務局より報告があ

りました。 

○当日の実施運営にあたり、廣澤委員の紹介により、本市に存するス

ポーツ鬼ごっこの愛好会の団体とも連携・協力して、運営準備を進

めていくこととしました。 

４ 次回（第 10 回）の開催日程について 

○協議の結果、次回を次のとおり決定しました。 

日 時：平成２８年２月１２日（金）午後３時００分～ 

場 所：西区役所健康センター棟１階１０５会議室 

 議 題：Ｈ28 年度高齢化をテーマにした講演会について ほか 



西区自治協議会第３部会 会議概要 

平成２７年度 第９回会議 

開催日時 平成２８年１月８日（金）午後３時～午後４時５５分 

会  場 西区役所３階 ３０３会議室 

出 席 者 

委  員 

塩川部会長 浅妻副部会長 小林邦太郎委員 沢田委員 

岩脇委員 松井委員 永吉委員 中原委員 坂井委員  

佐野委員 青木委員 

計１１名

[欠席： 小林満男委員] 

事 務 局 
西区農政商工課長、西区建設課長補佐、西区地域課長 

西区農政商工課 1 名、西区地域課 ２名 

主な議事 

１ 平成 28 年度自治協議会提案事業について

≪西区の特産物・観光地カレンダー事業について≫ 

○全体のテーマは、今年度と同じく西区の魅力全般を対象とすること

としました。 

○主な構成は、今年度と同じく写真とキャラクターの組み合わせとし

ました。 

○キャラクターについては、既存キャラクター１２体を継続して活か

すこととし、新たな魅力を紹介する場合は、既存キャラクターのア

レンジ又は新規制作を検討することにより対応することとしまし

た。 

○写真の収集方法については、市民参加型の公募による募集と、今年

度と同じく委員による収集及び新潟観光コンベンション協会等所有

の写真使用を併用することとしました。 

○写真公募については、次の事項を基本的内容として準備を進めるこ

ととしました。 

・コンテスト形式では行わない。 

・応募資格：不問 

・広報：自治協広報紙（3/31 号による予告広報）、区だより、 

チラシの施設掲示、区ホームページ、区フェイスブック 

・募集期間：４月中旬～６月中旬までの約２か月間 

・写真説明コメントやメッセージを応募時に添付 

○発信情報の充実を図るため、イベントを紹介する場合は、イベント

主催者へのコメント作成依頼も行うこととしました。 

○事業の実施にあたっては、ワーキングチームを置くこととし、今年

度と同じ永吉委員、岩脇委員、中原委員、佐野委員、小林満男委員

の５名に、新たに浅妻委員を加えて構成することとしました。 

委員から出された主な意見等は下記のとおり。 



≪写真公募について≫ 

・掲載にあたっては、著作権等に注意する必要がある。 

・メリットとして、市民参加型によるカレンダー企画を広く周知で

きることは大きいのではないか。 

・広報の仕方として、区ホームページや区フェイスブックを活用

し、各月の募集状況などをリアルタイムに周知できたら効果的に

写真を集められるのではないか。 

・区ホームページなどで応報する場合、カレンダーのイメージが伝

わる簡単なチラシ的なものがあるとよいのではないか。 

≪その他事項について≫ 

・季節や風景に合わせて、キャラクターを着せ替えるなどのアレン

ジ方法もあるのではないか。 

２ その他

 ○西区拠点商業活性化推進事業計画にある具体的な取組内容の進捗に

ついて確認を行いました。 

委員から出された主な意見等は下記のとおり。 

・当事者である各商店が動くことが大事ではないか。 

→各商店が動き出せるような仕掛けを、商店街、商工会などと連

携し、引き続き取り組んでいく。 

○部会として区内商店街の現状を把握するため、早期に視察などを企

画することとしました。 

３ 次回（第１０回）の開催日程について

○協議の結果、次回を次のとおりとしました。 

時 期：平成２８年２月上旬（日程調整中） 

  議 題：2017 西区の観光・特産物カレンダー事業について 



西区自治協議会プロジェクトチーム１ 会議概要 

平成２７年度 第９回会議 

開催日時 平成２８年１月１５日（金）午後３時～午後４時５分 

会  場 西区役所健康センター棟１階１０４会議室 

出 席 者 

委  員 

大谷一男部会長 尾崎副部会長 渡辺美弥子委員 宗村委員

城丸委員 鍋谷委員 三富委員

計７名

[欠席：小林満男委員 広瀬委員] 

事 務 局 西区地域課 ２名 

委託業者 株式会社 ウィザップ １名 

主な議事 

１ 第 16号の振り返り
○1/1発行の広報紙第 16号の振り返りを行いました。
○委員から出た主な意見は下記のとおりです。

・カレンダー特集についての区民の反応が気になっていたが、クロスワ

ードパズルの回答と一緒に寄せられている感想によると、好評だとい

うことで安心した。

・校正の際に色づかいが気になっていたが、完成版を見るとこれまでの

濃い色づかいではなくやさしい色づかいでまとまっていて良かった。

・会議前に、カレンダーを持っている方とすれ違った。この広報紙を見

てカレンダーを取りに来る方も増えているのではないか。

・１面の写真を見た方から声をかけられた。やはり、１面に写真がある

と目にとまりやすいのではないか。

・これまで地域の活動に興味のなかった友人から、広報紙を見たと言わ

れた。１人でも２人でもこうやって気づいてくれる方が増えて良かっ

た。

２ 第 17号の企画
○3/31発行の広報紙第 17号の掲載内容について検討しました。
現時点での掲載内容は下記のとおりです。

＜１面＞ 担当：尾崎委員、宗村委員

【自治協議会の概要】

・委員の対談方式で自治協議会の役割や活動について紹介する。

＜２・３面＞担当：大谷部会長、渡辺委員、鍋谷委員、三富委員

【各部会の振り返り】

 ・各部会長または副部会長にインタビューを行い、１年の振り返りを

してもらう。



＜４面＞担当：城丸委員、小林委員、広瀬委員

【QRコード】
 ・自治協広報紙のホームページへ接続できる QRコードを掲載する。
【自治協提案事業 特産物・観光地カレンダー写真公募のお知らせ】

 ・来年度、第３部会で作成するカレンダーに使用する写真の公募につ

いて、お知らせを掲載する。

【クロスワードパズル回答】

 ・昨年同様掲載する。

 ・プレゼントの贈呈者を決める抽選は、２月本会終了後に行う。

【とっておきの私の一枚】

 ・現在数枚応募があるため、締め切りまでに応募のあったものから１

枚選び掲載する。

３ 次回（第 10 回）の開催日程について

○協議の結果、次回を次のとおり決定しました。 

日時：平成２８年２月５日（金）午後１時３０分～ 

場所：西区役所３階３０３会議室 

議題：第 17 号の作成状況 

４ その他 

なし 



西区自治協議会プロジェクトチーム２ 会議概要 

平成２７年度 第１１回会議 

開催日時 平成２８年１月１５日（金）午後３時４５分～午後５時２５分 

会  場 西区役所健康センター棟１階 １０５会議室 

出 席 者 

委  員 

永吉部会長 渡邊正友副部会長 浅妻委員 佐野委員 

高木委員                   計５名

（欠席委員：松井委員 冨岡委員）

事 務 局 

西区地域課課長補佐 

坂井輪地区公民館長 

西区地域課 ２名 

主な議事 

１ 第３回西区アートフェスティバルの事業評価について 

 ○事業評価に係るスケジュールについて、事務局より説明がありまし

た。 

○事業評価書について、検討・作成を行い、次回部会で事業評価書の最

終確認を行うこととしました。 

２ 平成２８年度自治協議会提案事業について 

○ホールでの音楽部分については、今年度よりも早く検討や準備ができ

よう、スケジュールを組むこととしました。 

○黒埼市民会館内での販売行為については、条例により制限される旨の

説明があり、アート展示については、販売を伴う展示（ハンドメイド

雑貨）などの企画案は見直し、引き続き検討を行うこととしました。

企画内容等の検討状況は下記のとおりです。

≪アート展示について≫

○展示内容（案）

  ・新潟大学と連携した野外彫刻などによる空間演出

               （場所：屋外の芝生広場）

・西区の職人による工芸作品（場所：１Fホワイエ）
  ・小中学生のポスターや西区カレンダーの原画・写真など

               （場所：１Fロビー）
○展示作品の収集方法（案）

  アートフェスティバルとして展示企画の経験がないため、展示

内容や数、出品団体等を限定した形で企画する。

≪音楽等について≫

○出演候補団体へ早期に打診し、別のコンクールの日程把握など、

出演が確保できるよう配慮することとする。

委員から出された主な意見等は下記のとおりです。

・チラシ作成によるイベント周知は、自治会回覧、学校配布、施設



配布、区だよりなどにより行うが、より効果が上がるように媒体

に応じて、時期をずらすなど工夫をしたほうがよいのではない

か。

３ 次回（第１２回）の開催日程について

○協議の結果、次回を次のとおりとしました。 

時 期：平成２８年３月上旬（別途日程調整を行い決定する。） 

  議 題：第４回アートフェスティバルについて


